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次の100年へ…
大山開山 1300 年。大山寺開創法要が 5 月 20 日に行わ

れました。　　　　　　　(関連記事は2-4ページに掲載)
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開幕
　大山開山 1300 年の節目にあたる今年、５

月 20 日に大山寺で開創法要、記念刀奉納式、

御輿行列、星空コンサートが盛大に行われ、伯

耆国「大山開山 1300 年祭」がスタートしま

した。

　なかでも大山寺の２基に、三徳山三仏寺の１

基が加わっての特別な御輿行列は、沿道の見物

客を魅了しました。

　また、環境スポーツイベント「皆生・大山

SEA TO SUMMIT」も同日開催され、約 5,000

人が大山寺に集まり、大いににぎわいました。

▶ 
法
要
に
先
立
ち
竹
口
大
紀
町
長
が
あ
い
さ
つ
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◀ 
法
要
で
の
一
場
面
（
散
華
）

奉
納
式
に
先
立
ち
経
緯
を
説
明
す
る
祈
り
の
山

「
大
山
さ
ん
」
を
守
る
会
　
足
立
敏
雄
会
長

大
館
禅
雄
住
職
に
記
念
刀
を
手
渡
す
足
立
会
長

大
山
寺
参
道
か
ら
大
山
頂
上
を
目
指
す
参
加

者
（
Ｓ
Ｅ
Ａ
　
Ｔ
Ｏ
　
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）

大
山
の
夜
に
響
く
、
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
・
レ
ヴ
ュ
ー
　

ボ
ー
カ
ル
の
根
本
要
さ
ん
の
星
空
コ
ン
サ
ー
ト

◀ 

◀ 

◀ 
▶ 

▶ 

女
性
も
担
ぎ
、
華
や
か
だ
っ
た
御
輿
行
列

大山開山1300年祭記念

マンホールの贈呈

　５月 18 日（金）に株式会社モンベルから寄贈

されたマンホールを設置しました。このマンホー

ルは、大山開山 1300 年を記念してデザインされ

たマンホールです。

　設置場所は、モンベル大山店前です。大山を訪

れた際には、ぜひご覧ください。

▲贈呈式で（右：株式会社モンベル　辰野勇会長）



4平成 30年 7月

　

大
山
開
山
１
３
０
０
年
祭
の
本
格
展
開

を
直
前
に
控
え
た
５
月
18
日
、
大
山
寺
参

道
沿
い
に
複
合
商
業
施
設
「
大
山
参
道
市

場
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

大
山
一
円
の
特
産
品
を
豊
富
に
取
り
揃

え
る
ほ
か
、
併
設
す
る
「
ベ
ー
カ
リ
ー
＆

カ
フ
ェ
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
」
で
は
、
焼
き
た
て

パ
ン
や
コ
ー
ヒ
ー
が
楽
し
め
ま
す
。
パ
ン

は
店
内
で
生
地
か
ら
製
造
し
、
材
料
と
し

て
「
大
山
こ
む
ぎ
」
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
登
山
前
に
立
ち
寄
れ
る
よ
う
、

５
月
か
ら
11
月
ま
で
の
土
日
祝
は
朝
７
時

か
ら
営
業
し
ま
す
。
大
山
寺
、
大
神
山
神

社
の
参
拝
で
歩
き
疲
れ
た
お
客
様
、
登
山

の
出
発
前
、
下
山
後
に
も
自
由
に
く
つ
ろ

い
で
い
た
だ
け
る
休
憩
ス
ペ
ー
ス
も
設
け

て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に

ご
愛
顧
い
た
だ

け
る
店
舗
運
営
を

目
指
し
て
い
き
ま

す
。
お
誘
い
合
わ

せ
て
の
ご
来
店
を

お
ま
ち
し
て
い
ま

す
。

＊
営
業
時
間　

10
時
～
18
時
（
年
中
無
休
）

　

5
月
～
11
月
の
土
日
祝　

7
時
～
18
時

◆
問
い
合
わ
せ
先

観
光
商
工
課☎

０
８
５
９
‐
53
‐
３
１
１
０

待望のにぎわい拠点が

オープン

大
山
の
魅
力
を
も
っ
と
！　

イ
ベ
ン
ト
あ
れ
こ
れ

★
謎
解
き
宝
探
し
ゲ
ー
ム

　

大
山
寺
参
道
周
辺
で
宝
探
し
を
し
ま

す
。
大
山
で
宝
を
手
に
入
れ
た
ら
、
周

辺
地
区
（
米
子
市
、
境
港
市
、
日
野
町
、

倉
吉
市
）
に
も
出
か
け
て
宝
探
し
を
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
抽
選
で
賞
品
が
当
た

り
ま
す
。

◆
期
間

 

７
月
1
日
（
日
）
～
９
月
30
日
（
日
）

◆
場
所　

大
山
寺
参
道
周
辺
及
び
米
子

市
、
境
港
市
、
日
野
町
、
倉
吉
市

◆
参
加
方
法　

大
山
町
観
光
案
内
所
で

宝
の
地
図
を
入
手
し
て
く
だ
さ
い
。

★
大
山 

「
星
」の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

星
空
観
察
の
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
が
多
く

あ
る
大
山
圏
域
。
星
空
観
察
や
星
に
ま

つ
わ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
移
動
式
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
に
よ
る
映
像
上
映
な
ど
、

星
の
魅
力
を
満
喫
し
ま
す
。

◆
開
催
日
・
場
所

◦
７
月
14
日
（
土
）
ふ
る
さ
と
交
流
セ

ン
タ
ー
、
母
塚
山
展
望
駐
車
場
（
南

部
町
）

◦
７
月
21
日
（
土
）
桝
水
高
原
（
伯
耆
町
）

◦
８
月
25
日
（
土
）
休
暇
村
奥
大
山
（
江

府
町
）

★
大
山
の
大
献
灯

◆
期
間

◦
８
月
10
日
（
金
）
～
15
日
（
水
）

◦
８
月
24
日
（
金
）
～
26
日
（
日
）

◦
９
月
22
日
（
土
）
～
24
日
（
月
・
祝
）

※
8
月
14
・
15
日
は
、
和
傘
灯
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。

◆
場
所　

大
山
寺
参
道
周
辺

◆
参
加
料　

和
傘
灯
り
の
み
有
料
。

 

中
学
生
以
上
３
０
０
円

◆
問
い
合
わ
せ
先

 

（
一
社
）
大
山
観
光
局

☎
０
８
５
９
‐
52
‐
２
５
０
２

※
こ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
ま
す
。
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
て
随
時
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

伯
耆
国
「
大
山
開
山
１
３
０
０
年
祭
」

実
行
委
員
会☎

０
８
５
９
‐
31
‐
９
３
７
１

公式ホームページ

http://www.daisen1300.org/

大山 1300

検索
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住民監査請求の
結果が

まとまりました

▶ 

勧
告
書
を
受
け
取
る
竹
口
町
長
（
５
月
30
日
）

　

平
成
30
年
４
月
12
日
に
平
成
28
年

度
国
土
交
通
省
補
助
事
業
と
財
務
省

貸
付
金
対
象
事
業
を
活
用
し
た
大
山

町
道
路
改
良
工
事
に
対
し
て
住
民
監

査
請
求
が
提
出
さ
れ
、
５
月
30
日
に

町
に
対
し
て
大
山
町
監
査
委
員
か
ら

勧
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

主
な
経
緯

４
月
20
日

　

総
務
課
お
よ
び
建
設
課
に
、
工
事
関
係

書
類
、
補
助
金
・
交
付
金
・
貸
付
金
関
係

書
類
、
領
収
書
な
ど
の
提
出
を
求
め
ま
し

た
。

５
月
９
日

　

住
民
監
査
を
請
求
さ
れ
た
人
に
陳
述
の

機
会
を
与
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
監
査
委
員
で
検
討
を
重
ね
、

５
月
30
日
に
竹
口
大
紀
町
長
に
対
し
住
民

監
査
請
求
の
勧
告
書
を
渡
し
ま
し
た
。

　

勧
告
の
内
容

①
大
山
町
建
設
工
事
約
款
第
45
条
に
規
定

す
る
履
行
遅
延
の
場
合
に
お
け
る
損
害

金
に
つ
い
て
請
負
業
者
へ
請
求
す
る
よ

う
勧
告
す
る
。

②
そ
の
他
の
請
求
は
棄
却
す
る
。

　

こ
の
住
民
監
査
請
求
の
結
果
に
つ
い
て

は
、
大
山
町
役
場
、
中
山
支
所
、
大
山
支

所
の
掲
示
場
に
掲
示
し
て
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

議
会
事
務
局

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
３

監査委員の主な仕事

年間監査計画に基づき、次の検査を行っています。

■町の例月出納検査

　月に 1 回会計管理者及び公営企業管理者の保管する現金の現在高及び出

納関係諸表等の計数の正確性を検証するとともに、現金の出納事務が適正

に行われているかどうかを主眼として実施します。

■町の決算審査

　決算その他関係諸表等の計数の正確性を検証するとともに、予算の執行

又は事業の経営が適正かつ効率的に行われているかどうかを主眼として実

施します。

■町の定例監査

　町の財務に関する事務の執行、町の経営

に係る事業の管理、町の事務事業の執行に

かかる工事について年 1 回以上行っていま

す。

■その他

　住民の直接請求に基づく監査、随時監査

などがあります。
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雨
の
中
を
駆
け
ろ
！

マ
ラ
ソ
ン
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８

　

「
大
山
町
名
和
マ
ラ
ソ
ン
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
８
」
が
、
５
月
13
日
に
名
和
総
合

運
動
公
園
を
発
着
点
と
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
大
会
に
は
、
県
内
外
か
ら
１
３
５
８

人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
遠
く
は
埼
玉
県
や

長
崎
県
か
ら
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
家
族
で
参
加
さ
れ
た
地

元
の
小
倉
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
元
気
よ
く
選
手

宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
早
朝
か
ら
雨
模
様
。
競
技
中
も

降
り
続
き
ま
し
た
が
、
参
加
者
は
自
己
の

目
標
に
向
か
っ
て
一
生
懸
命
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
ま
し
た
。
町
体
育
協
会
各
専
門
部

員
や
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
、
コ
ー
ス
沿
道

集
落
の
皆
さ
ん
の
ほ
か
、
米
子
松
蔭
高
校

硬
式
野
球
部
な
ど
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
が
大
会
運
営
を
支
え
ま
し
た
。

町
内
入
賞
者
（
敬
称
略
）

【
ハ
ー
フ
男
子
35
歳
以
下
】

　

１
位　

住　

本　

裕　

樹

　

４
位　

林　

原　

寛　

太

【
10
㎞　

女
子
高
校
生
以
上
】

　

３
位　

桑　

本　

陽　

子

　

４
位　

村　

山　

陽　

子

【
５
㎞　

男
子
高
校
生
以
上
】

　

２
位　

谷　

野　

将　

人

　

５
位　

村　

山　

喜　

洋

【
５
㎞　

女
子
高
校
生
以
上
】

　

1
位　

西　

村　

佳
哉
乃

【
５
㎞　

男
子
中
学
生
以
下
】

　

1
位　

林　

原　

聖　

真

　

４
位　

田　

中　

大　

斗

　

６
位　

髙　

橋　
　
　

遼

※
ハ
ー
フ（
10
位
ま
で
）　
10
㎞･

５
㎞（
6
位
ま
で
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
仲
間
づ
く
り

「
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
」
ス
タ
ー
ト

　

大
山
町
内
に
旧
町
単
位
で
開
設
し
て
い

る
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
ま
だ
保
育

所
（
園
）
に
行
っ
て
い
な
い
お
子
さ
ん
と

保
護
者
、
妊
産
婦
の
方
々
が
、
気
軽
に
お

し
ゃ
べ
り
し
た
り
遊
ん
だ
り
す
る
場
で
す
。

平
日
は
９
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時
ま
で
、

土
曜
日
は
町
内
１
か
所
で
午
前
中
開
設
し

て
い
ま
す
。

　

５
月
17
日
に
は
、
今
年
度
初
回
の
「
な

か
よ
し
ひ
ろ
ば
」（
昨
年
度
ま
で
の
「
育
児

学
級
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
も
の
）
を

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
わ
で
行
い
、
親
子

で
笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
歌
っ
た
り
体
を
動
か

し
た
り
、
ガ
ム
テ
ー
プ
の
芯
を
使
っ
た
手

作
り
お
も
ち
ゃ
を
製
作
し
た
り
し
ま
し
た
。

秋
に
は
「
運
動
会
」、
冬
に
は
「
ク
リ
ス
マ

ス
会
」
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
、

保
護
者
と
お
子
さ
ん
が
育
ち
あ
う
場
と
し

て
「
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
」
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
毎
週
火
曜
日
は
町
の
子
育
て
相
談

員
も
来
所
し
、
子
育
て
の
悩
み
や
相
談
を

お
受
け
し
て
い
ま
す
（
毎
月
の
予
定
は
町

報
カ
レ
ン
ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）。

　

ま
た
各
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
「
子
育
て

サ
ー
ク
ル
」
も
あ
り
、
世
話
役
さ
ん
を
中

心
に
自
主
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
一
緒
に
活
動
し
て
、
子
育
て
仲
間
を

増
や
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

各
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
い
つ
で
も
短

時
間
で
も
、
親
子
で
気
軽
に
過
ご
せ
る
場

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
７
月
の
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば

◆
日
時　

７
月
３
日(

火)　

10
時
～
11
時

◆
場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
わ

◆
内
容　

お
た
の
し
み
会

※
年
間
予
定
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

▲５月の「なかよしひろば」の様子（保健福祉センターなわ）
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きょういく通信

ま
ち
の
た
か
ら
（
40
）
〜
文
化
財
室
通
信
〜

シ
リ
ー
ズ　

「
日
本
遺
産
」　

第
14
話

▲大山のもひとり神事

▲神仏の加護を受けた牛たち

　

今
回
よ
り
第
４
章
、『
裾
野
に
広
が
る
「
大

山
信
仰
」』
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

大
山
信
仰
と
水

　

大
山
の
裾
野
に
住
む
私
た
ち
は
、
大
山
が

も
た
ら
す
水
の
恵
み
を
ご
く
当
た
り
前
の

よ
う
に
受
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
水

は
大
山
の
ブ
ナ
林
を
は
じ
め
と
す
る
豊
か

な
自
然
が
あ
っ
て
こ
そ
の
産
物
で
す
。

選
ば
れ
し
僧
侶
の
修
行
・
弥み

せ
ん
ぜ
ん
じ
ょ
う

山
禅
定

　

大
山
寺
で
行
わ
れ
て
い
た
修
行
に
、
弥
山

禅
定
が
あ
り
ま
す
。
年
番
で
選
ば
れ
た
僧
侶

２
人
が
旧
暦
５
月
か
ら
法
華
経
写
経
を
始

め
、
旧
暦
６
月
14
日
夕
方
に
先
達
と
と
も
に

大
山
山
頂
に
登
り
、
山
上
の
池
で
写
経
し
た

法
華
経
を
経
筒
に
納
め
、
前
年
に
納
め
ら
れ

た
法
華
経
、
霊
水
、
薬
草
を
持
ち
帰
り
ま
す
。

薬
草
や
霊
水
な
ど
は
、
下
山
後
、
信
徒
に

配
ら
れ
ま
し
た
。
池
の
水
を
汲
む
た
め
に

使
わ
れ
て
い
た
約
３
３
０
年
前
の
浄
水
器

「
閼あ

か

お

け

伽
桶
（
閼
伽
と
は
神
仏
に
捧
げ
る
水
）」

が
、
米
子
市
立
山
陰
歴
史
館
に
所
蔵
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
、
寺
が
規
制
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
大
山
は
弥
山
禅
定
修
行
僧
２
人
と
先

達
の
僧
侶
２
～
３
人
と
い
う
、
ご
く
限
ら
れ

た
人
し
か
登
る
こ
と
が
で
き
な
い
山
で
し

た
。
人
が
踏
み
入
る
こ
と
の
な
い
道
な
き
道

を
進
む
の
は
、
さ
ぞ
厳
し
い
修
行
だ
っ
た

こ
と
と
想
像
さ
れ
ま
す
。
大
山
は
長
い
間
、

一
般
の
人
が
入
山
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
、

豊
か
な
自
然
が
残
り
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
山
登
山
が
盛
ん
に
な
り
、
楽
し

ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
山
の
裾
野

に
住
む
多
く
の
方
は
、
一
度
は
大
山
登
山
の

経
験
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
一
方
で
頂
上
の
裸
地
化
が
進
ん
だ
と
い

う
一
面
も
あ
り
ま
す
。

　

町
内
各
小
学
校
で
は
、
学
校
行
事
で
大
山

登
山
を
し
て
お
り
、
一
木
一
石
運
動
な
ど
、

大
山
に
ま
つ
わ
る
歴
史
的
経
過
を
、
次
世
代

の
子
ど
も
た
ち
も
学
ん
で
い
ま
す
。

大
山
の
も
ひ
と
り
神
事

　

さ
て
、
大
山
寺
の
弥
山
禅
定
は
、
大
山
寺

が
廃
仏
毀
釈
で
明
治
8
年
に
廃
寺
と
な
っ

た
後
に
、
大
神
山
神
社
奥
宮
の
神
事
と
し
て

引
き
継
が
れ
、
今
に
伝
わ
り
ま
す
。

　

も
ひ
と
り
の「
も
ひ
」は
、水
を
表
し
ま
す
。

７
月
14
日
に
奥
宮
で
お
祓
い
（
夕
祭
）
が
行

わ
れ
ま
す
。
15
日
深
夜
１
時
半
頃
、
安
全
祈

願
を
こ
め
た
派
遣
祭
が
行
わ
れ
、
神
官
ら
が

大
山
山
頂
に
登
り
、
山
上
の
池
で
祝
詞
を

あ
げ
（
頂
上
祭
）、
霊
水
を
汲
み
と
り
、
ヒ

ト
ツ
バ
ヨ
モ
ギ
を
刈
り
取
っ
て
持
ち
帰
り
、

社
殿
の
神し

ん
せ
ん饌

と
し
て
供
え
た
後
、
こ
の
霊
水

と
薬
草
は
参
詣
者
に
分
け
与
え
ら
れ
ま
す
。

薬
草
は
牛
に
食
べ
さ
せ
る
と
良
い
と
の
信

仰
か
ら
、
持
ち
帰
っ
て
牛
に
食
べ
さ
せ
た
と

伝
わ
り
ま
す
。

　

大
山
山
頂
で
霊
水
と
薬
草
を
採
取
す
る

と
い
う
、
大
山
の
原
初
信
仰
を
残
し
て
い
る

点
、
廃
仏
毀
釈
と
い
う
大
き
な
変
化
を
受
け

な
が
ら
も
行
事
が
現
在
ま
で
続
け
ら
れ
て

い
る
点
で
貴
重
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
、
平
成

24
年
2
月
24
日
に
鳥
取
県
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
も
ひ
と
り
神
事
は
、
7
月
14
日
に

神
楽
や
舞
が
披
露
さ
れ
、
15
日
に
御
神
水
が

配
布
さ
れ
る
な
ど
、
大
山
開
山
１
３
０
０
年

祭
を
記
念
し
た
特
別
版
で
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
、
現
在
に
伝
わ

る
大
山
信
仰
の
一
つ
の
面
影
を
感
じ
と
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

塩
原
の
大
山
供
養
田
植

　

広
島
県
庄
原
市
に
伝
わ
る
「
塩
原
の
大
山

供
養
田
植
」
が
５
月
27
日
に
行
わ
れ
、
大
山

信
仰
の
繋
が
り
か
ら
、
鷲
見
教
育
長
が
地
元

保
存
会
か
ら
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
植
踊
り
・
供
養
行
事
・
代し

ろ

か掻
き
・
太
鼓

田
植
・
お
札
納
め
の
五
行
事
か
ら
構
成
さ
れ

ま
す
。
神
仏
両
方
の
祈
祷
を
受
け
た
牛
が
田

に
入
り
、
か
き
て
の
先
導
で
田
を
歩
き
廻

る
「
代
掻
き
」
は
往
時
を
彷
彿
と
さ
せ
ま
す
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
方
が
見

学
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

保
存
会
の
方
は
「（
今
の
牛
は
）
田
に
入

る
経
験
が
な
い
た
め
、
慣
れ
さ
せ
る
の
が
大

変
だ
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
山
信
仰
に
基
づ
く
民
俗
行
事
が
現
在

ま
で
伝
わ
り
、
さ
ら
に
未
来
へ
と
引
き
継
が

れ
る
こ
と
の
尊
さ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。（
人
権
・
社
会
教
育
課　

文
化
財
室
）
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大山町立図書館本館・分館連携事業

　　すたでぃ図書館
図書館を利用して、シールを集めて、
         「オリジナルはがき」を作ろう！

　右の①〜⑥の方法でそれぞれ１人１枚シー

ルがもらえます。そのシールをはがきに貼っ

たり、色を塗ったりして、自分だけのはがき

を完成させましょう。その他にも特製シール

がもらえます。

　詳しくは、チラシをご覧いただくか、図書

館へお尋ねください。

図書　　　の紹介

  一般・文学  

☆コンビニなしでは生きられない / 秋保 水華

☆空飛ぶタイヤ / 池井戸 潤

☆爽年 / 石田 衣良

☆ぼくの初恋は透明になって消えた。/ 内田 裕基

☆ぼくときみの半径にだけ届く魔法 / 七月 隆文

☆悲終伝 / 西尾 維新

☆凶犬の眼 / 柚月 裕子

☆逃げる力 / 百田 尚樹

  その他  

☆ 101 歳の習慣 / 高橋 幸枝

☆世界史で読み解く現代ニュース / 池上 彰

☆「奨学金」を借りる前にゼッタイ読んでおく本

/ 竹下 さくら

☆知らないと損をする最新配偶者控除 / 梅本 正樹

☆骨粗鬆症 / 石橋 英明

☆いつか一人になるための家の持ち方住まい方

/ 井形 慶子

☆旬を楽しむ梅しごと / 山田 奈美

☆家庭で楽しむ芝庭づくり / 藤野 淳

☆ 10 年後の仕事図鑑 / 堀江 貴文

  児童書・絵本  

☆あべ弘士どうぶつクイズ教室 / あべ 弘士

☆きみは宇宙線を見たか / 山本 海行

☆たのしくお手伝い / 松本 麻希

☆わたしたしざんできるの / ディックブルーナ

☆ぐるぐるちゃんかくれんぼ / 長江 青

☆レイナが島にやってきた！ / 長崎 夏海

☆ルラルさんのだいくしごと / いとう ひろし

☆森のおくから / レベッカ ボンド

☆夏休み中は小学生を対象にした行事がたくさん
行われます。詳しくは夏休み前に配布される「わく

わくサマーＢＯＯＫ」をご覧ください。

◦『めざせ図書館マスター』にチャレ

ンジしよう！

　申込締切：７月31日㈫

  ８日（日） 麦の会 in 図書館（本館）

 11：00 〜 11：30

14 日（土） おはなし図書館（本館）

 11：00 〜 11：30

７月の図書館

７/ ３㈫～９/ ２㈰

分館は、夜間も参加 OK

〜シールの集め方〜

①本を借りる

②おすすめの本を紹介する

③おすすめの大山眺望スポットを紹介する

④図書館なかまを紹介する

⑤大山クイズに正解する

⑥図書館クイズに正解する
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「
部
落
解
放
月
間
」
が
始
ま
り
ま
す

　

７
月
10
日
か
ら
８
月
９
日
ま
で
は
部
落

解
放
月
間
で
す
。

　

部
落
解
放
月
間
は
「
同
和
対
策
事
業
特

別
措
置
法
」
が
施
行
さ
れ
た
昭
和
44
年
７

月
10
日
を
記
念
し
て
昭
和
48
年
に
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

「
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
の
成
立

に
よ
っ
て
、
国
と
地
方
公
共
団
体
は
、
同

和
対
策
事
業
を
迅
速
か
つ
計
画
的
に
行
う

こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
予

算
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
和
対
策
行
政
史
上
、

画
期
的
な
出
来
事
で
し
た
。

　

鳥
取
県
で
は
、
こ
の
７
月
10
日
を
記
念

し
、
県
民
み
ん
な
で
部
落
差
別
を
な
く
し

て
い
く
意
識
を
高
め
よ
う
と
い
う
目
的
で
、

昭
和
45
年
に
部
落
解
放
週
間
が
設
け
ら
れ
、

昭
和
48
年
か
ら
は
部
落
解
放
月
間
へ
と
発

展
し
た
も
の
で
す
。

　

現
在
も
差
別
事
象
が
後
を
絶
た
ず
、
平

成
28
年
12
月
16
日
に
「
部
落
差
別
の
解
消

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
た

こ
と
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。

　

大
山
町
で
も
、
こ
れ
ま
で
差
別
落
書
き

や
差
別
発
言
、
差
別
ハ
ガ
キ
な
ど
の
差
別

事
象
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
書
き
込
み
や
地
図
上

に
同
和
地
区
を
示
す
な
ど
、
部
落
差
別
を

助
長
す
る
事
象
も
数
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
も
大
山
町
で
は
、
こ
の
部
落
解
放

月
間
に
合
わ
せ
て
啓
発
活
動
に
取
り
組
み

ま
す
。
み
ん
な
で
部
落
差
別
を
は
じ
め
と

す
る
す
べ
て
の
差
別
を
な
く
し
て
い
く
た

め
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第2回
みんなの人権
セミナー

「部落差別解消推進法」を
どう私たちは活かすか

◆日時　7 月 20 日㈮　19 時 30 分〜

◆会場　役場大山支所

◆講師　北川真児さん

（部落解放同盟兵庫県連合会事務局長）

◆その他　

①小学校入学までを対象に託児を行い

ます。希望される場合は、開催日の

４日前までにお子さんのお名前・年

齢を添えて、人権推進室に申し込ん

でください。

②手話通訳・その他配慮を希望される

場合は、開催日の 14 日前までに人

権推進室に申し込んでください。

◆問い合わせ先　

人権推進室 ( 人権交流センター内 )

☎０８５９- ５４- ２２８６

ＦＡＸ０８５９- ５４- ２４１３

☆
７
月
は『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』の
強
調
月
間
で
す

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

　

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
す
べ

て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力

を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
地
域
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
、
今
年
で

68
回
目
を
迎
え
ま
す
。

【
行
動
目
標
】

①
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・
安
心
な
地
域

社
会
を
築
く
た
め
の
取
組
を
進
め
よ
う

②
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直

り
を
支
え
よ
う

③
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
地
域
社
会
の

理
解
と
協
力
の
輪
を
広
げ
よ
う

【
重
点
事
項
】

「
就
労
・
住
居
等
の
生
活
基
盤
づ
く
り
に
つ

な
が
る
取
組
の
推
進
」

「
立
ち
直
り
を
支
え
る
取
組
に
つ
い
て
の
協

力
の
拡
大
」

■
本
町
の
啓
発
活
動
■

街
頭
啓
発　

7
月
2
日
（
月
）

中
山
中
学
校
玄
関
前
（
7
時
30
分
）

名
和
中
学
校
玄
関
前
（
7
時
30
分
）

Ｊ
Ｒ
大
山
口
駅
前
（
7
時
10
分
）

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

西
伯
郡
研
究
大
会
」

と
き
：
７
月
11
日
（
水
）
13
時
30
分
～

場
所
：
大
山
農
業
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
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みんなでやらいや！協働のまちづくり

みんなでやらいや！

協働のまちづくり

今月から、旧小学校区単位で奮

闘する地域自主組織や、まちづ

くり地区会議の活動の様子を連

載します。

＊地元の畳屋さんによる、ミニ畳作りを体験中
（ふれあいの郷かあら山）

『
ふ
れ
あ
い
の
郷
か
あ
ら
山
』

地
域
の
力
を
活
か
し
た
豊
か
な
町
づ
く
り

　

「
ふ
れ
あ
い
の
郷
か
あ
ら
山
」
は
、
高
麗

地
区
の
地
域
自
主
組
織
と
し
て
、
世
代
間

を
越
え
た
幅
広
い
交
流
を
活
性
化
さ
せ
、

楽
し
く
・
安
心
・
安
全
な
地
区
を
実
現
す

る
た
め
、
平
成
24
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

設
立
当
初
よ
り
、
サ
ロ
ン
部
の
配
食
サ
ー

ビ
ス
や
喫
茶
運
営
、
健
康
部
に
よ
る
高
齢

者
向
け
の
健
康
体
操
、
敬
老
会
や
山
菜
会

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

近
年
は
、
赤
ち
ゃ
ん
や
子
ど
も
た
ち
、

子
育
て
世
代
向
け
の
取
り
組
み
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
主
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、

キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
の
充
実
、
子
ど
も
向
け
イ

ベ
ン
ト
、
子
育
て
世
代
向
け
の
各
種
講
座

な
ど
の
開
催
で
す
。

　

今
年
度
か
ら
は
月
１
回
、「
土
曜
こ
ど
も

ク
ラ
ブ
」
を
実
施
。
野
外
活
動
や
工
作
、

調
理
な
ど
の
体
験
や
学
び
を
通
し
て
、
子

ど
も
た
ち
に
地
域
の
大
人
と
の
つ
な
が
り

を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、「
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
の
ね
ぞ

う
ア
ー
ト
」
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
で

き
る
「
か
あ
ら
山
ア
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク
」、
季

節
行
事
な
ど
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ふ
れ
あ
い
の
郷
か
あ
ら
山
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

【
健
康
体
操
】

毎
週
金
曜
日　

13
時
30
分
～

参
加
費　

無
料

【
か
あ
ら
山
サ
ロ
ン
】

10
時
～
16
時
（
日
曜
は
15
時
ま
で
）

【
か
あ
ら
山
癒
し
の
日
】

毎
月
第
１
・
３
月
曜
日　

10
時
～
16
時

【
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
の
ね
ぞ
う
ア
ー
ト
】

毎
月
第
３
月
曜
日　

10
時
～
12
時

参
加
費
５
０
０
円
（
お
茶
・
お
菓
子
付
き
）

【
ど
よ
う
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
】

毎
月
１
回
土
曜
日　

9
時
30
分
～

参
加
費　

実
費
（
３
０
０
円
程
度
）

○
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
予
定

７
月
21
日
（
土
）
こ
ど
も
木
工
教
室

８
月
４
日
（
土
）
こ
う
れ
い
ち
び
っ
こ
夏
祭

り
、
か
あ
ら
山
お
化
け
屋
敷

８
月
18
日
（
土
）
こ
ど
も
科
学
実
験
教
室

８
月
25
日
（
土
）
Ｊ
Ａ
親
と
子
の
集
い

in 

か
あ
ら
山

◆
問
い
合
わ
せ
先　

ふ
れ
あ
い
の
郷
か
あ
ら
山

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
５
２
７
７

＊
子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
お
知
ら

せ
はfaceb

ook

「
こ
う
れ
い
キ
ッ
ズ
」

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。
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みんなでやらいや！協働のまちづくり

『
や
ら
い
や
逢
坂
』

地
域
の
憩
い
の
場
「
ま
ぶ
や
」
へ
よ
う
こ
そ
！

　

「
や
ら
い
や
逢
坂
」
は
、
逢
坂
地
区
の

地
域
自
主
組
織
と
し
て
旧
馬
淵
邸
を
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス
・
ま
ぶ
や
（
上
市
）
を
拠
点
に
、
活
動

５
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
主
な
活
動
を
紹

介
し
ま
す
。

【
ま
ぶ
や
の
運
営
】

　

施
設
内
に
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、

11
時
～
17
時
ま
で
（
火
・
水
曜
定
休
日
）
オ
ー

プ
ン
し
て
い
ま
す
。
ま
た
各
部
屋
は
レ
ン

タ
ル
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

毎
週
木
曜
日
は
、
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
を
貸

し
出
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
な
た
で
も
１

日
店
長
と
し
て
ラ
ン
チ
営
業
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
缶
詰
バ
ー
な
ど
夜
の
営
業
も
し
て

い
ま
す
。
蔵
と
奥
座
敷
は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

と
し
て
月
替
わ
り
で
作
品
や
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

【
逢
坂
地
区
19
集
落
と
の
連
携
】

　

毎
年
９
月
末
に
区
長
会
が
実
施
す
る
「
逢

坂
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
を
、
事
務
局
と
し

て
サ
ポ
ー
ト
。
イ
ベ
ン
ト
ブ
ー
ス
の
運
営

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度

か
ら
「
逢
坂
地
区
合
同
敬
老
会
」
を
各
集

落
と
連
携
し
て
実
施
し
ま
し
た
（
４
集
落

が
参
加
）。
さ
ら
に
、
ま
ぶ
や
を
拠
点
と
し

て
活
動
し
て
い
る
団
体
、「
築
き
会
」
と
共

同
で
「
逢
Ｉ
９
（
ア
イ
キ
ュ
ー
）
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

地
区
内
の
集
落
に
出
向
い
て
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
、
交
流
・
意
見
交
換
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

【
旧
逢
坂
保
育
所
の
活
用
】

　

現
在
、
食
品
加
工
施
設
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
旧
逢
坂
保
育
所
の
管
理
を
行
っ

て
い
る
ほ
か
、「
そ
ば
道
場
」、「
こ
ど
も
の

遊
び
場
」
な
ど
定
期
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
場

所
と
し
て
も
活
用
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度

は
、
旧
逢
坂
小
学
校
時
代
の
閉
校
記
念
碑

や
二
宮
金
次
郎
像
の
整
備
と
、
老
樹
化
が

進
む
桜
の
次
世
代
育
成
の
た
め
、
新
た
な

植
樹
も
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
な
か
や
ま
温
泉
で
の
朝
市
、

学
び
の
場
（
ま
ぶ
な
び
楽
級
）
な
ど
の
各

種
イ
ベ
ン
ト
、
空
き
家
の
発
掘
に
よ
る
移

住
事
業
へ
の
協
力
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す

　

ぜ
ひ
、「
ま
ぶ
や
」
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

募 集 し ま す !!

「大山町空き家を活用した
起業等支援事業」

　大山町は、町内の空き家（※）を活用して、起業を

行う方を対象に、空き家のリフォームに要する経費の

一部を支援します。

【補助対象となる事業】

①地域を活性化させる事業として新規に起業するもの

②既存産業の発展のために行う事業

【対象経費】

事業所とする空き家のリフォーム（台所、浴室、便所、

洗面所、内装、屋根、外壁、給湯、空調、給水等の事

業所設備等）

【補助率等】

対象経費の３分の２以内　上限 500 万円

【募集期間】

平成 30 年 6 月 28 日（木）～平成 30 年 7 月 27 日（金）

まで（17 時書類必着）

【事業スケジュール】

①８月上旬　審査会（提案事業についての説明）

②８月下旬　交付決定・事業着工

③２月下旬　事業完了・実績報告

【申請方法】

所定の申請様式に必要事項を記入し企画情報課に提出

してください。申請様式は、役場ホームページに載し

ています。申請される方は、事前に企画情報課にご相

談ください。

※空き家　「大山町空き家・空き地情報活用制度」に

登録された建物

◆問い合わせ先

　企画情報課　　　　　　☎０８５９- ５４- ５２０２

▲旧逢坂小学校で桜を植樹（３月）
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まちの話題

春
の
叙
勲　

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

春
の
叙
勲
・
褒
章
が
発
表
さ
れ
、
長
年

に
わ
た
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
そ
の
進

展
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
が
栄
誉
に
輝
か
れ

ま
し
た
。
本
町
か
ら
は
２
名
の
方
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

ご
功
労
に
敬
意
を
表
し
、
晴
れ
の
受
章

を
お
喜
び
い
た
し
ま
す
。

【
調
停
委
員
功
労
】

【
消
防
功
労
】

瑞

宝

単

光

章

瑞

宝

単

光

章

伊澤百子さん（赤松）金平一男さん（樋口）

西
川
さ
ん
、
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

大切な自然を後世につなげよう！

大山で植樹祭

　

行
政
相
談
員
の
西
川
昌
康
さ
ん
（
赤
坂
）

が
、
総
務
省
中
国
四
国
管
区
行
政
評
価
局

長
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

西
川
さ
ん
は
、
平
成
21
年
４
月
に
総
務

大
臣
か
ら
行
政
相
談
員
に
委
嘱
さ
れ
、
住

民
か
ら
の
行
政
に
対
す
る
苦
情
解
決
に
尽

力
さ
れ
て
い
る
活
動
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
63
回
鳥
取
県
植
樹
祭

が
、
５
月
27
日
に
大
山
国
体

広
場
を
会
場
に
開
か
れ
ま
し

た
。
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
約

４
０
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
勇
壮
な
大
山
僧

兵
太
鼓
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を

皮
切
り
に
、
美
し
い
も
り
づ

く
り
功
労
者
と
し
て
市
橋
英

樹
さ
ん
（
報
国
）、
最
優
秀

賞
「
笑
顔
咲
く　

受
け
つ
ぐ

緑　

人
の
夢
」
の
植
樹
祭
テ
ー

マ
を
応
募
さ
れ
た
舩
越
爽
さ

ん
（
新
栄
）、
テ
ー
マ
優
秀
賞

の
安
達
翼
さ
ん
（
赤
松
）
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
山
小
み
ど
り
の

少
年
団
と
中
村
隆
行
さ
ん
（
樋

口
）
が
、
森
林
・
み
ど
り
へ

の
想
い
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
、

代
表
者
に
よ
る
記
念
植
樹
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
は
中

山
み
ど
り
の
森
保
育
園
園
児

や
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ　

Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ

Ｅ　

ハ
ッ
ピ
ー
ズ
の
元
気

い
っ
ぱ
い
の
演
技
が
披
露
さ

れ
、
植
樹
祭
に
華
を
添
え
ま

し
た
。
森
林
散
策
会
や
木
工

教
室
、
植
樹
活
動
、
緑
化
苗

木
無
料
配
布
な
ど
、
森
林
・

木
に
ふ
れ
る
催
し
で
終
日
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

▶ 
表
彰
を
受
け
る
市
橋
さ
ん
（
右
）
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まちの話題

登
山
の
安
全
を
祈
願
し
て

第
72
回
大
山
夏
山
開
き
祭

友
情
の
輪
い
つ
ま
で
も

韓
国
襄
陽
郡
か
ら
訪
問
団

　

６
月
１
日
か
ら
３
日
に
か
け
て
韓
国

襄や

ん

や

ん

ぐ

ん

陽
郡
の
副
郡
守
や
議
員
な
ど
７
名
の
訪

問
団
が
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
役
場
本
庁
を
表
敬
訪
問
し
、
５

月
18
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
大
山

参
道
市
場
を
視
察
。
夜
に
は
、
大
山
町
日

韓
交
流
協
会
主
催
の
交
流
会
に
出
席
し
、

た
く
さ
ん
の
方
と
交
流
を
ふ
か
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

２
日
目
は
「
夏
山
開
き
祭
前
夜
祭
」
に

出
席
。
大
神
山
神
社
奥
宮
か
ら
博
労
座
特

設
会
場
ま
で
の
た
い
ま
つ
行
列
に
参
加
さ

れ
、
た
い
ま
つ
が
描
く
幻
想
の
世
界
に
感

激
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

大
山
町
と
襄
陽
郡
は
平
成
16
年
に
友
好

親
善
交
流
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
今
後

も
友
情
の
輪
が
広
が
る
交
流
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

　

夏
山
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
を
告
げ
る
第
72

回
大
山
夏
山
開
き
祭
が
、
６
月
２
・
３
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
の
前
夜
祭
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は

た
い
ま
つ
行
列
。
開
山
１
３
０
０
年
の
記

念
す
べ
き
年
で
も
あ
り
、
た
い
ま
つ
も
あ
っ

と
い
う
間
に
完
売
す
る
な
ど
大
盛
況
で
し

た
。
大
神
山
神
社
奥
宮
で
登
山
者
の
安
全

を
祈
願
す
る
神
事
が
営
ま
れ
た
後
、
19
時

半
に
た
い
ま
つ
行
列
が
ス
タ
ー
ト
。
約

２
千
本
の
た
い
ま
つ
の
炎
の
帯
が
参
道
を

彩
り
ま
し
た
。

　

３
日
は
大
山
山
頂
で
山
頂
祭
神
事
が
行

わ
れ
、
関
係
者
や
登
山
客
ら
約
７
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
県
内
外
か

ら
大
勢
の
お
客
さ
ま
で
終
日
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。
博
労
座
駐
車
場
の
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
は
地
元
有
志
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
Ｂ

Ｓ
Ｓ
ラ
ジ
オ
の
公
開
生
放
送
、
グ
ル
メ
コ
ー

ナ
ー
な
ど
も
行
わ
れ
、
夏
山
開
き
祭
を
大

い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

大
山
に
は
こ
の
２
日
間
で
、
例
年
よ
り

３
千
人
多
い
、
約
１
万
４
４
０
０
人
が
訪

れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

▶ 

山
頂
祭
の
様
子

▲大神山神社奥宮を出発するたいまつ行列

▲前夜祭であいさつする辛利善（シン  イソン）副郡守

1300本の

たいまつ行列

9 月 30 日（日）19 時〜

　夏山開き祭で行われるたい

まつ行列が、秋にも特別開催

されます。
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お

知

ら

せ

平
成
30
年
度

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
を
改
正

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
国
民
健
康

保
険
税
の
医
療
給
付
分
の
課
税
限
度
額
の

引
き
上
げ
を
行
い
ま
す
。（
表
１
）

税
率
・
税
額
は

据
え
置
き
ま
す

県
と
市
町
村
が
国
保
を
共
同
運
営

　

平
成
30
年
度
か
ら
国
保
制
度
改
革
に
伴

い
、
県
が
市
町
村
と
共
に
国
保
を
共
同
運

営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
県
は
医
療

費
を
市
町
村
へ
交
付
し
、
市
町
村
は
国
保

税
を
県
へ
納
付
し
ま
す
。
平
成
30
年
度
に

つ
い
て
は
、
税
率
・
税
額
を
引
き
上
げ
な

く
て
も
県
へ
納
付
金
を
支
払
う
こ
と
が
で

き
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
同
様
据
え
置
き

と
し
ま
し
た
。

国
保
税
の
期
限
内
納
付
と

医
療
費
節
減
へ
の
ご
協
力
を

　

県
へ
の
納
付
金
は
、
過
去
3
年
間
の
医

療
費
指
数
、
所
得
等
に
よ
っ
て
、
年
度
当

初
に
決
ま
る
た
め
、
医
療
費
が
高
く
な
る

と
、
次
年
度
以
降
の
県
へ
の
納
付
金
も
高

く
な
り
、
国
保
税
の
引
き
上
げ
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

一
人
当
た
り
医
療
費
は
、
高
齢
化
や
生

活
習
慣
病
な
ど
の
疾
病
増
加
、
高
額
な
新

薬
の
影
響
で
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
（
グ

ラ
フ
１
）。
医
療
費
総
額
が
高
い
病
気
は
、

入
院
で
は
そ
の
他
の
悪
性
新
生
物
（
が
ん
）、

外
来
で
は
腎
不
全
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
表

2
）

　

今
後
も
医
療
費
は
増
大
す
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
ま
す
。
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
に
は
、

国
保
税
を
納
期
限
内
に
納
付
し
て
い
た
だ

き
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
活
用
や
各

種
健
康
診
査
を
積
極
的
に
受
診
す
る
な
ど
、

医
療
費
削
減
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

表 1　国民健康保険税　税率・税額等

平成 30 年度

医療給付費分

所 得 割 前年中の基準総所得金額×6.76％

資 産 割 当年分の土地、家屋の固定資産税額×28.00％

均 等 割 加入者1人につき　25,000円

平 等 割 １世帯につき　20,800円

課税限度額 580,000円（４万円引き上げ）

後期高齢者
支援金分

所 得 割 前年中の基準総所得金額×2.36％

資 産 割 当年分の土地、家屋の固定資産税額×10.20％

均 等 割 加入者１人につき　8,600円

平 等 割 １世帯につき　7,000円

課税限度額 190,000円

介護納付金分
（40 ～ 64 歳）

所 得 割 前年中の基準総所得金額×2.80％

資 産 割 当年分の土地、家屋の固定資産税額×14.00%

均 等 割 加入者1人につき　11,600円

平 等 割 １世帯につき　6,400円

課税限度額 160,000円

表2　大山町国保　中分類別医療費総額の上位3位（平成29年4～３月診療分）

順位 入　　院 外　　来

1 その他の悪性新生物 腎不全

2 統合失調症（型障害）及び妄想性障害 糖尿病

3 骨折 高血圧性疾患

国保データベースシステムより

グラフ１　一人当たり医療費（市町村国保）

70
歳
以
上
の
国
保
加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

　
８
月
か
ら
高
齢
受
給
者
証
が
、
保
険
証

と
一
体
化
と
な
り
ま
す
。
7
月
下
旬
ご
ろ

に
お
送
り
す
る
予
定
で
す
。
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国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
に
つ
い
て

　

世
帯
（
世
帯
主
、
被
保
険
者
、
特
定
同

一
世
帯
所
属
者
）
の
人
数
と
所
得
状
況
に

応
じ
て
、
前
年
中
の
総
所
得
金
額
が
一
定

以
下
の
世
帯
は
、
均
等
割
額
と
平
等
割
額

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

30
年
度
は
5
割
軽
減
、
2
割
軽
減
の
対

象
と
な
る
世
帯
の
軽
減
判
定
所
得
の
算
定

に
お
い
て
、
被
保
険
者
の
数
に
乗
ず
べ
き

金
額
が
左
記
の
と
お
り
引
上
げ
ら
れ
、
軽

減
の
範
囲
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

◆
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
と
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
へ
移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
国
保
の
資
格

を
喪
失
し
た
方
で
、
国
保
喪
失
日
以
降
も
継
続

し
て
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
方
の
こ
と
で
す
。

◆
譲
渡
所
得
は
、
特
別
控
除
前
の
所
得
で
計
算
し

ま
す
。

◆
専
従
者
給
与
（
控
除
）
は
減
額
判
定
の
際
に
支

払
者
の
所
得
と
し
て
計
算
し
ま
す
。

◆
65
歳
以
上
の
方
の
年
金
所
得
は
減
額
判
定
の
際

に
15
万
円
ま
で
を
差
し
引
い
て
計
算
し
ま
す
。

◆
所
得
の
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
被
保
険
者
が
い

る
国
保
世
帯
は
軽
減
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
８

住
民
生
活
課　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
０

国
民
健
康
保
険
の

各
種
届
出
は『
14
日
』以
内
に

　

世
帯
変
更
、
住
所
変
更
、
世
帯
主
変

更
は
、
法
令
等
で
14
日
以
内
に
市
町
村

へ
届
書
を
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

14
日
を
過
ぎ
て
か
ら
届
書
を
提
出
さ

れ
た
場
合
に
は
、
世
帯
の
連
続
性
・
継

続
性
が
引
き
継
が
れ
ず
、
高
額
療
養
費

多
数
回
該
当
（
※
）

の
回
数
を
通
算
す
る

こ
と
な
ど
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※
高
額
療
養
費
の
多
数
回
該
当
と
は
…
過
去

12
か
月
以
内
で
高
額
療
養
費
の
対
象
と

な
っ
た
月
数
が
4
回
以
上
あ
る
場
合
、
4

回
目
か
ら
自
己
負
担
限
度
額
が
引
き
下
げ

ら
れ
る
制
度
で
す
。

軽減割合 世帯の判定所得

7 割軽減 33 万円以下

5 割軽減
33 万円＋ 27.5 万円（被保険者数＋
特定同一世帯所属者数）以下

2 割軽減
33 万円＋ 50 万円（被保険者数＋特
定同一世帯所属者数）以下

◆
70
歳
以
上
の
み
な
さ
ま
へ

８
月
診
療
分
か
ら
高
額
療
養
費
の

上
限
額
が
変
わ
り
ま
す

　

全
て
の
方
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら

れ
る
社
会
を
維
持
す
る
た
め
に
、
高
齢
者

と
若
者
の
間
で
の
世
代
間
の
公
平
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
負
担
能
力
に
応
じ
た
ご
負
担

を
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
平
成
30
年
8
月
か
ら
、
70
歳

以
上
の
方
の
高
額
療
養
費
の
上
限
額
が
左

表
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご

理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
生
活
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
０

平成 30 年 7 月まで

摘要区分
外来

（個人ごと）
ひと月の上限額
（世帯ごと）

現役並みの所得が
ある方

57,600 円
80,100 円

＋（医療費−267,000円）×１％
< 多数回 44,400 円※ >

一　般
（課税所得 145 万円未満の方）

14,000 円
※年間上限
144,000 円

57,600 円
< 多数回 44,400 円※ >

Ⅱ住民税非課税世帯
8,000 円

24,600 円

Ⅰ住民税非課税世帯
（年金収入 80 万円以下など）

15,000 円

平成 30 年 8 月から

摘要区分
外来

（個人ごと）
ひと月の上限額
（世帯ごと）

現
役
並
み
の

所
得
が
あ
る
方

課税所得
690 万円以上

252,600 円＋（医療費− 842,000 円）×１％
＜ 140,100 円※＞

課税所得
380 万円以上

167,400 円＋（医療費− 558,000 円）×１％
＜多数回 93,000 円※＞

課税所得
145 万円以上

80,100 円＋（医療費− 267,000 円）×１％
＜多数回 44,400 円※＞

一　般
（課税所得 145 万円未満の方）

18,000 円
※年間上限
144,000 円

57,600 円
< 多数回 44,400 円※ >

Ⅱ住民税非課税世帯
8,000 円

24,600 円

Ⅰ住民税非課税世帯
（年金収入 80 万円以下など）

15,000 円

➡
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国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は

保
険
料
免
除
・
猶
予
の
制
度
が
あ
り
ま
す
！

　

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、
万
一
、

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発

生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免

除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」

や
「
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
の
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
役

場
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
免
除
の
受
付
は
平
成
30

年
７
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
経
済
的
に
困
難
に
な
り
、
申
請
を
忘

れ
て
い
た
た
め
に
未
納
期
間
が
あ
る
場
合

は
、
役
場
の
窓
口
ま
た
は
米
子
年
金
事
務

所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

米
子
年
金
事
務
所

☎
０
８
５
９
‐
34
‐
６
１
１
１

住
民
生
活
課☎

０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
０

大
山
支
所
総
合
窓
口
室

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
３
３
１
１

中
山
支
所
総
合
窓
口
室

☎
０
８
５
８
‐
58
‐
６
１
１
１

　

大
山
町
の
ご
み
の
量
は
、

例
年
夏
場
に
な
る
と
排
出
量
が
３
０
０
ト

ン
前
後
と
年
間
を
通
し
て
一
番
多
く
な
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
夏
場
は
水
分
を
多
く

含
ん
だ
生
ご
み
が
増
え
、
そ
の
結
果
、
排

出
量
が
増
え
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

水
分
を
多
く
含
む
生
ご
み
に
対
し
て

は
、
水
切
り
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
で
、

ご
み
の
減
量
に
大
き
な
効
果
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
本
町
で
は
、
家
庭
用
電
気
式

生
ご
み
処
理
機
・
生
ご
み
処
理
容
器
の
購

入
費
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
制
度
も

活
用
し
て
い
た
だ
き
、
ご
み
の
減
量
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
補
助
制
度
の
詳
細
は
、

住
民
生
活
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

夏
場
に
は
、
人
は
こ
ま
め
な
水
分
補
給

を
、
生
ご
み
は
し
っ
か
り
水
切
り
を
し
ま

し
ょ
う
！

◆
問
い
合
わ
せ
先

住
民
生
活
課

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
０

平
成
30
年
度

後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
率
は
、

鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
お

い
て
2
年
ご
と
に
見
直
し
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
平
成
30
、
31
年
度
の
保
険
料

率
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

◆
保
険
料
計
算
等
に
お
け
る
変
更
点

①
所
得
割
額
の
軽
減
措
置
の
廃
止

基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
が
58
万

円
以
下
の
方
に
適
用
さ
れ
て
い
た
所
得

割
額
の
軽
減
措
置
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

②
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
の
軽
減

75
歳
に
な
ら
れ
る
前
日
に
、
ご
家
族
の

会
社
の
健
康
保
険
な
ど
で
被
扶
養
者

だ
っ
た
方
は
、
所
得
割
額
は
か
か
ら
ず
、

均
等
割
額
が
5
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

③
均
等
割
額
の
軽
減
範
囲
の
拡
充

軽
減
判
定
所
得
に
つ
い
て
、
世
帯
人
数

に
乗
じ
る
額
を
5
割
軽
減
は
27
万
5
千

円
（
平
成
29
年
度
は
27
万
円
）、
2
割
軽

減
は
50
万
円
（
同
49
万
円
）
に
引
き
上
げ
、

軽
減
の
範
囲
を
拡
充
し
て
い
ま
す
。

＊
年
金
収
入
の
場
合
は
、「
年
金
収
入
―

（
１
２
０
万
円+

15
万
円
）」
が
軽
減
の

判
定
を
す
る
所
得
に
な
り
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
決
定
通
知

書
・
納
入
通
知
書
は
7
月
中
旬
に
お
送
り

し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
８

平成 30、31 年度の
保険料率

○保険料の所得割率
100分の8.07

○保険料の均等割額
42,480円

軽減割合
世帯の総所得（収入）金額等
（世帯主と被保険者により判定）

軽減後の
均等割額

９割

【基礎控除額（33万円）以下の世
帯で、被保険者全員が年金収入80
万円以下（その他各種所得がない
場合）】の世帯

4,248円

8.5割
【基礎控除額（33万円）】以下の世
帯のうち、9割軽減に該当しない
世帯

6,372円

５割
【基礎控除額（33万円）+27万 5
千円×世帯の被保険者数】以下の
世帯

21,240円

２割
【基礎控除額（33万円）+50万円
×世帯の被保険者数】以下の世帯

33,984円

大
山
町
の
ご
み
事
情 

③

　

夏
場
は
ご
み
が

増
え
や
す
い
？
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平
成
30
年
度
か
ら

65
歳
以
上
の
方（
第
１
号
被
保
険
者
）の
介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
し
た

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
・
総
合
事
業
を
利
用
す

る
際
に
負
担
す
る
自
己
負
担
割
合
は
、
所

得
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
平
成
30
年
８

月
か
ら
、
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
方
は

２
割
ま
た
は
３
割
、
そ
れ
以
外
の
方
は
１

割
負
担
と
な
り
ま
す
。

【
３
割
と
な
る
方
】

　

本
人
の
合
計
所
得
金
額
が
２
２
０
万
円
以

上
で
、
同
一
世
帯
の
65
歳
以
上
の
被
保
険

者
の
年
金
収
入
と
そ
の
他
の
合
計
所
得
金

額
が
、
単
身
で
３
４
０
万
円
以
上
、
2
人

以
上
世
帯
で
４
６
３
万
円
以
上
の
方
。

【
２
割
と
な
る
方
】

　

本
人
の
合
計
所
得
金
額
が
１
６
０
万
円
以

上
で
、
同
一
世
帯
の
65
歳
以
上
の
被
保
険

者
の
年
金
収
入
と
そ
の
他
の
合
計
所
得
金
額

が
、
単
身
で
２
８
０
万
円
以
上
、
2
人
以
上

世
帯
で
３
４
６
万
円
以
上
の
方
。（
３
割
の

方
を
除
く
）

※
合
計
所
得
金
額
と
は
、
収
入
か
ら
公
的

年
金
控
除
や
給
与
所
得
控
除
、
必
要
経

費
を
控
除
し
た
所
得
の
合
計
で
、
医
療

費
控
除
や
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除

を
す
る
前
の
金
額
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
介
護
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
７

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
負
担
割
合
が

変
わ
り
ま
す

　

介
護
保
険
事
業
の
円
滑
な
運
営
を
図
る

た
め
、
３
年
ご
と
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
数
・
費
用
の
見
込
み
量
等
に
基
づ
き
介

護
保
険
料
を
算
定
し
て
い
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
方
（
第
１
号
被
保
険
者
）

の
保
険
料
は
、
本
人
お
よ
び
世
帯
の
町
民

税
課
税
状
況
や
合
計
所
得
金
額
等
に
よ
り

所
得
に
応
じ
た
設
定
を
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
の
第
７
期
保
険
料
は
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増
加
や
第
１
号

被
保
険
者
の
介
護
給
付
費
負
担
割
合
の
増

（
22
％
→
23
％
）
な
ど
の
影
響
で
、
第
６
期

よ
り
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第６期基準額（平成 27 年度〜 29 年度）

6,417円

➡
第７期基準額　6,946円

※基準額は月額保険料

平成 30 年～ 32 年度の介護保険料（65 歳以上の方）

所得段階区分 対　　象　　者 負担割合
介護保険料
（年額）

第 １ 段 階

生活保護受給者、老齢年金受給者で世帯全員が
町民税非課税の方、世帯全員が町民税非課税で
前年の年金収入額と合計所得金額の合計が 80 万
円以下の方

0.45 37,500 円

第 ２ 段 階
世帯全員が町民税非課税で、前年の年金収入額
と合計所得金額の合計が 120 万円以下で第１段
階に該当しない方

0.75 62,500 円

第 ３ 段 階
世帯全員が町民税非課税で、第 1 段階、第 2 段
階に該当しない方

0.75 62,500 円

第 ４ 段 階
世帯のだれかに町民税が課税されているが本人
は町民税非課税で、前年の年金収入額と合計所
得金額の合計が 80 万円以下の方

0.9 75,000 円

第 ５ 段 階
世帯のだれかに町民税が課税されているが本人
は町民税非課税で、第 4 段階に該当しない方

1.0 83,300 円

第 ６ 段 階
本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が 120
万円未満の方

1.2 100,000 円

第 ７ 段 階
本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が 120
万円以上 200 万円未満の方

1.3 108,300 円

第 ８ 段 階
本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が 200
万以上 300 万円未満の方

1.5 125,000 円

第 ９ 段 階
本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が 300
万円以上の方

1.7 141,600 円

※基準額 6,946 円に負担割合をかけ、12 倍したものを 100 円未満切り捨てした額が、年額となります。
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お

知

ら

せ

水

道

課

か

ら

大山恵みの

里だより

vol.122

問い合わせ先

大山恵みの里公社
☎0859ー 54ー 6600

道
の
駅

自
慢
の
逸
品
（
そ
の
２
）

　

大
山
恵
み
の
里
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を

紹
介
し
ま
す
。
今
回
ご
紹
介
す
る
の
は

『
大
地
の
恵
み 

お
醤
油
シ
リ
ー
ズ
』
で
す
。

　

原
料
の
大
豆
は
１
０
０
％
大
山
町
産

の
サ
チ
ユ
タ
カ
を
使
用
。
平
成
の
名
水

百
選
に
選
ば
れ
た
出
雲
の
浜
山
湧
水
郡

の
湧
水
で
仕
込
み
ま
し
た
。
木
桶
で
じ
っ

く
り
２
年
半
熟
成
さ
せ
た
「
生
醤
油
」

を
ベ
ー
ス
に
、「
だ
し
醤
油
」、「
ぽ
ん
酢
」、

「
和
風
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
の
４
ア
イ
テ
ム

を
ご
用
意
し
ま
し
た
。
特
製
ギ
フ
ト
箱

に
入
れ
た
４
本
セ
ッ
ト
が
贈
答
品
や
引

出
物
と
し
て
好
評
で
す
。
単
品
で
も
お

求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

「
ロ
ー
ソ
ン
」
が
、
こ
の
大
山
の
「
だ

し
醤
油
」
を
使
っ
た
「
か
ら
あ
げ
ク
ン　

あ
ご
だ
し
醤
油
味
」
を
６
月
19
日
か
ら

販
売
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
買
い
求

め
く
だ
さ
い
。

加
工
食
品
安
全
講
習
会

　

加
工
食
品
の
製
造
・
販
売
の
際
に
必

要
な
食
品
衛
生
の
知
識
や
表
示
ル
ー
ル

に
関
す
る
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

■
日
時

①
７
月
18
日
㈬　

13
時
30
分
～
15
時

②
７
月
19
日
㈭　

19
時
30
分
～
21
時

③
７
月
26
日
㈭　

13
時
30
分
～
15
時

※
内
容
は
、
各
回
同
じ
で
す
。

■
会
場

　

名
和
公
民
館　

視
聴
覚
室

＊
資
料
準
備
の
た
め
、
で
き
る
だ
け
事

前
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

大
山
恵
み
の
里
公
社
（
金
田
）

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
６
６
０
０

浄
化
槽
の
適
正
な
維
持
管
理
と

法
定
検
査
の
受
検
を

　

浄
化
槽
は
、
き
ち
ん
と
管
理
さ
れ
な
け

れ
ば
、
機
能
が
低
下
し
ま
す
の
で
、
浄
化

槽
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
次
の
作
業
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
保
守
点
検
】

機
械
の
点
検
・
修
理
・
消
毒
剤
の
補
充

を
し
ま
す
。

年
に
３
回
か
ら
４
回
以
上
。

【
清
掃
】

浄
化
槽
の
中
に
溜
ま
っ
た
汚
泥
を
抜
き

取
り
ま
す
。
年
に
１
回
以
上
。

【
記
録
の
保
存
】

保
守
点
検
・
清
掃
時
に
業
者
か
ら
渡
さ

れ
る
「
保
守
点
検
記
録
票
」、「
清
掃
記

録
票
」
は
、３
年
間
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

法
定
検
査
時
に
必
要
で
す
。

【
法
定
検
査
】

浄
化
槽
を
水
質
・
外
観
・
書
類
に
よ
り

検
査
し
ま
す
。
最
初
の
検
査
は
使
い
始

め
て
３
か
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
５
か

月
以
内
に
１
回
。
そ
の
後
は
毎
年
１
回

で
す
。

浄
化
槽
設
置
へ
の
助
成
が
あ
り
ま
す

　

公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
事
業
の

整
備
区
域
外
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

す
る
場
合
に
、
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

【
放
流
水
の
水
質
基
準
】

浄
化
槽
設
置
後
の
放
流
水
の
水
質
基
準

は
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
10
ｍ
ｇ
／
ｌ
以
下
で
す
。

【
補
助
対
象
・
補
助
金
額
】

補
助
対
象
区
域
内
に
お
い
て
、
住
宅
・

事
業
所
等
の
建
物
に
合
併
処
理
浄
化
槽

を
設
置
す
る
場
合
が
対
象
と
な
り
、
補

助
金
額
の
上
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

水
道
課

☎
０
８
５
９
‐
５
４
‐
５
２
０
４

汲み取りまたは単独浄化槽からの転換の場合

５人槽 44 万 1 千円

６～７人槽 55 万 2 千円

８人槽以上 74 万 7 千円

新　築　の　場　合

５人槽 32 万 3 千円

６～７人槽 40 万 4 千円

８人槽以上 54 万 8 千円
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お

知

ら

せ

第
３
回「
山
の
日
」記
念
全
国
大
会 

in 

鳥
取

記
念
式
典
・
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン　

参
加
者
募
集

　

こ
ん
に
ち
は
。
な
か
や
ま
温
泉
ゆ
ー

ゆ
ー
倶
楽
部
ナ
ス
パ
ル
で
す
。

　

梅
雨
も
終
盤
と
な
り
、
い
よ
い
よ
本

格
的
に
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
ね
。
夏
バ

テ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
体
調
に
は
、
皆

さ
ん
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。
仕
事
の

疲
れ
や
ス
ポ
ー
ツ
の
後
な
ど
、
中
山
温

泉
で
体
を
癒
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
？＊

７
月
イ
ベ
ン
ト
情
報
＊

７
月
1
日
～
７
日
ま
で

『
天
の
川
☆
流
れ
て
届
け
☆
み
ん
な
の
願

い
』

　

今
年
も
皆
さ
ん
に
た
く
さ
ん
の
願
い

ご
と
を
書
い
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

（
中
山
み
ど
り
の
森
保
育
園
の
園
児
さ
ん

も
短
冊
を
書
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
）

　

ご
来
館
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
短
冊
に
願

い
ご
と
を
書
い
て
く
だ
さ
い
ね
。

＊
短
冊
は
館
内
に
設
置
し
て
い
ま
す
の

で
ご
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

7
月
1
日
（
日
）

『
な
か
や
ま
温
泉
朝
市
』

【
場
所
】
中
山
温
泉
隣
接
多
目
的
広
場

【
時
間
】
9
時
～
11
時

7
月
14
日
（
土
）

『
ナ
ス
パ
ル
シ
ア
タ
ー
』

上
映
作
品
「
五
島
の
ト
ラ
さ
ん
」

【
場
所
】
中
山
温
泉
わ
く
わ
く
ホ
ー
ル

【
時
間
】
10
時
・
14
時
・
18
時
半

【
料
金
】
大
人
８
０
０
円

　
　
　

 

小
・
中
学
生
以
下
５
０
０
円

　
　
　

 

未
就
学
児　

無
料

★
毎
月
26
日
は
『
お
風
呂
の
日
』
で
す
。

　

抽
選
会
で
は
ラ
ッ
キ
ー
な
方
に
入

浴
券
が
当
た
り
ま
す
よ
！

【
ご
利
用
案
内
】

営
業
時
間
：
10
時
～
21
時

休

館

日
：
第
２
・
第
４
月
曜
日

入
浴
料
金
：
大
人
４
３
０
円

　
　
　
　
　

小
人
２
１
０
円

なかやま温泉

だより

vol. 50

◆なかやま温泉

☎ 0858-49-3330

■
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
米
子
市
公
会
堂
）

〇
8
月
11
日
（
土
・
祝
）
14
時
～
15
時

〇
出
演
者　

女
優
・
檀
ふ
み
さ
ん

　
　
　
　
　

登
山
家
・
貫
田
宗
男
さ
ん

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

第
3
回
「
山
の
日
」
記
念
全
国
大
会 

in 

鳥
取

実
行
委
員
会
事
務
局
（
県
「
山
の
日
」
大
会

推
進
課
内
）☎　

０
８
５
９
‐
31
‐
９
３
８
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
５
９
‐
31
‐
９
３
８
９

大
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

:/
/
m

o
u
n
ta

in
d
a
y
-to

tto
ri.jp

/

　

申
込
不
要　

　

記
念
式
典
・
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
会
場

周
辺
で
は
、
同
日
、
森
や
里
の
恵
み
に
感

謝
す
る
歓
迎
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し

ま
す
。
木
工
体
験
や
飲
食
ブ
ー
ス
の
ほ
か
、

大
山
町
出
身
の
歌
手
・
桂
木
龍
さ
ん
の
ス

テ
ー
ジ
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

詳
細
は
、
広
報
だ
い
せ
ん
8
月
号
に
掲

載
予
定
で
す
。

▲瀧本美織さん

　

大
山
開
山
１
３
０
０
年
祭
の
中
核
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、８
月
11
日
・
国
民
の
祝
日
「
山

の
日
」
に
、
米
子
市
・
大
山
町
の
両
会
場

で
「
山
の
日
」
記
念
全
国
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

要
申
込
（
７
／　

必
着
）
参
加
無
料　

■
記
念
式
典
（
大
山
総
合
体
育
館
）

〇
８
月
11
日
（
土
・
祝
）

 

９
時
15
分
～
10
時
45
分

〇
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

 

鳥
取
ふ
る
さ
と
大
使　

瀧
本
美
織
さ
ん

〇
大
山
の
豊
か
な
魅
力
や
恵
み
、
山
を
守

り
育
て
て
き
た
活
動
な
ど
、
鳥
取
の
山

の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
ま
す
。

※
記
念
式
典
会
場
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま

せ
ん
。
槇
原
駐
車
場
か
ら
無
料
の
専
用

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

11

▲桂木　龍さん
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お

知

ら

せ

ク
マ
に
注
意
を
！

　

今
年
も
町
内
を
含
め
鳥
取
県
西
部
管
内

で
の
ク
マ
の
目
撃
情
報
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
レ
ジ
ャ
ー
等
で
入
山
さ
れ
る

と
き
は
ク
マ
に
出
会
う
可
能
性
も
あ
り
ま

す
の
で
、
次
の
こ
と
に
気
を
付
け
て
く
だ

さ
い
。

「
出
会
わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
」
が

一
番
重
要

　

あ
ら
か
じ
め
出
没
情
報
を
集
め
、
出
没

地
域
に
は
行
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　

入
山
さ
れ
る
場
合
は
複
数
人
で
行
動
し
、

鈴
や
ラ
ジ
オ
を
鳴
ら
し
、
人
の
存
在
を
知

ら
せ
、
ク
マ
と
の
遭
遇
を
避
け
る
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ク
マ
の
気
配
や
痕
跡

が
あ
っ
た
ら
引
き
返
す
な
ど
の
対
処
を
し

て
く
だ
さ
い
。

出
会
っ
て
し
ま
っ
て
も
、慌

て
ず
冷
静
に

　

気
付
か
れ
な
い
よ
う
に
、
静
か
に
ゆ
っ

く
り
と
背
中
を
見
せ
ず
後
退
し
、
そ
の
場

を
立
ち
去
っ
て
く
だ
さ
い
。
大
声
を
出
し

た
り
走
っ
た
り
す
る
の
は
か
え
っ
て
ク
マ

を
興
奮
さ
せ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
対
処
方
法
は
一
般
論
で
す
の

で
、
入
山
時
は
事
前
に
目
撃
情
報
や
遭
遇

時
の
対
処
方
法
等
の
情
報
を
集
め
る
な
ど

の
準
備
を
し
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

ク
マ
を
目
撃
さ
れ
た
場
合
は
、
農
林
水
産

課
（
☎
０
８
５
８
‐
58
‐
６
１
１
６
）
へ

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

中小企業事業主の皆さまへ

ご活用ください！「労働時間相談・支援コーナー」

　労働時間制度、長時間労働の削減に向けた取り組みなどの

相談窓口を設置しています。

◆鳥取労働基準監督署　　　　☎0857-24-3211

◆米子労働基準監督署　　　　☎0859-34-2231

◆倉吉労働基準監督署　　　　☎0858-22-6274

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
参
加
者
募
集

　

日
本
遺
族
会
で
は
、
戦
没
者
遺
児
に

対
す
る
慰い

し

ゃ藉
の
一
環
と
し
て
、
慰
霊
追

悼
お
よ
び
現
地
の
方
々
と
の
友
好
親
善

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
戦
没

者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
実
施
地
域

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど

◆
問
い
合
わ
せ
先

日
本
遺
族
会
事
務
局

☎
０
３
‐
３
２
６
１
‐
５
５
２
１

◆
申
込
み
先

鳥
取
県
遺
族
会

☎
０
８
５
７
‐
39
‐
２
２
７
０

全
国
一
斉
不
動
産
表
示 

登
記
無
料
相
談
会

　

鳥
取
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
が
、
無

料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

◆
日
時　

8
月
4
日
（
土
）

10
時
～
16
時
ま
で

◆
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
里

（
米
子
市
錦
町
１
丁
目
１
３
９
‐
３
）

◆
内
容　

土
地
の
境
界
、
土
地
・
建
物

の
表
示
に
関
す
る
登
記
の
相
談

※
事
前
電
話
予
約
、
当
日
会
場
で
の
受

付
も
可
能
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

鳥
取
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

☎
０
８
５
７
‐
22
‐
７
０
３
８

放送大学
平成30年10月入学生募集

　働きながら学んで大学を卒業したい、学

びを楽しみたいなど、さまざまな目的で幅

広い世代、職業の人が学んでいます。心理

学・福祉・経済・歴史・文学・自然科学な

ど幅広い分野が学べます。

◆出願期間

①６月 15 日（金）～８月 31 日（金）

②９月１日（土）～ 20 日（木）

◆放送大学説明会・入学相談会

７月８日（日）14 時～ 18 時

９月２日（日）12 時～ 17 時

会場：米子市文化ホール研修室１

◆問い合わせ先

放送大学鳥取学習センター

☎０８５７- ３７- ２３５１
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お

知

ら

せ

全
日
本
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

皆
生
大
会

渋
滞
予
測
の
お
知
ら
せ

　

今
年
も
全
日
本
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
皆

生
大
会
が
７
月
15
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
、

町
内
の
自
転
車
競
技
コ
ー
ス
を
選
手
が

走
り
ま
す
。
競
技
中
は
、
町
内
の
主
要

交
差
点
で
ス
タ
ッ
フ
が
交
通
誘
導
を
行

い
ま
す
が
、
所
に
よ
っ
て
は
渋
滞
が
予

測
さ
れ
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
町
内
の
渋
滞
予
測
】（
マ
ッ
プ
内
表
記
）

④
大
山
観
光
道
路
・
入
口
〜
森
の
国

８
時
30
分
ご
ろ
～
11
時
ご
ろ

⑥
大
山
口
停
車
場
大
山
線
・
神
原
交
差

点
周
辺

10
時
ご
ろ
～
14
時
ご
ろ

　

そ
の
他
、
町
外
で
も
渋
滞
が
予
測
さ

れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
下
記
の
マ
ッ
プ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

皆
生
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
協
会

☎
０
８
５
９
‐
34
‐
２
８
１
９

●
温
度
に
気
を
く
ば
ろ
う

暑
い
日
や
暑
い
時
間
帯
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

扇
風
機
や
冷
房
を
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

飲
み
物
を
持
ち
歩
き
ま
し
ょ
う
。

の
ど
が
渇
く
前
に
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

た
く
さ
ん
汗
を
か
い
た
ら
塩
分
も
補
給
し
ま

し
ょ
う
。

●
休
息
を
と
ろ
う

屋
外
で
暑
さ
や
疲
れ
を
感
じ
た
ら
、
無
理
を

せ
ず
涼
し
い
場
所
に
移
動
し
ま
し
ょ
う
。

●
栄
養
を
と
ろ
う

朝
食
を
抜
か
ず
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
て
、

夏
バ
テ
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●
声
を
か
け
合
お
う

家
族
や
ご
近
所
で
「
水
分
と
っ
て
る
？
」「
少

し
休
ん
だ
方
が
い
い
よ
」
な
ど
、
声
を
か
け

合
い
ま
し
ょ
う
。

熱中症を予防

しましょう！

※地図はイメージのため、縮尺などは実際とは異なります。

※2018年7月15日㈰当日の渋滞予測で、当日の状況などにより異なる場合があります。

■健康対策課

☎ 0859-54-5206



22平成 30年 7月

お

知

ら

せ

はい！消費生活相談窓口です

「長期間使用した扇風機の
経年劣化事故」に注意しましょう！

〜異常を感じたら使用を中止して適切に廃棄してください。〜

　

今
年
の
年
度
更
新
で
は
、
平
成
29
年
度

の
確
定
保
険
料
及
び
平
成
30
年
度
の
概
算

保
険
料
並
び
に
石
綿
健
康
被
害
救
済
法
に

基
づ
く
一
般
拠
出
金
の
申
告
・
納
付
手
続

き
が
必
要
で
す
。
7
月
10
日
ま
で
の
間
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
告
書
は
、
各
所
の
集
合
受
付
会
場
、

鳥
取
労
働
局
、
労
働
基
準
監
督
署
、
金
融

機
関
・
郵
便
局
等
で
受
付
け
し
ま
す
。
ま

た
、
電
子
証
明
書
を
取
得
し
て
電
子
申
請
・

電
子
納
付
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
待
ち

時
間
を
気
に
せ
ず
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

鳥
取
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
８
５
７
‐
29
‐
１
７
０
２

Q：重大事故は何件発生していて、どんな事故です
か？

A：家電製品の経年劣化による事故は、平成 27 年
３月までの過去８年間で、全国で 279 件発生。
一番多いのが扇風機 91 件で、うち 90％は製造
から 30 年以上経過した製品でした。火災にな
り住宅が全焼した例もあります。

《消費者庁より》

Q：安全に使える期間はわかるのですか？
A：平成 21 年４月以降に販売された扇風機は、一

般的な条件で使用した場合に安全に使用できる
「標準使用期間」の表示があります。期間がき
たら、点検か買い替えが必要です。

 期間内でも異常がおきる場合もあるため、異常
を感じたらメーカーなどに相談してください。

Q：経年劣化の異常ってどんな症状ですか？
A：異常な症状を感じたら、すぐに使用を中止して

適切に廃棄してください。
○スイッチを入れてもファンが回らない、異常
な音がする
○ファンの回転が遅い、または不規則
○モーター部分が異常に熱い、または焦げくさ
いにおいがする

【製造年】２０××年
【設計上の標準使用期間】△△年

＊お気軽に消費生活相談窓口をご利用ください。

■住民生活課　☎０８５９-５４-５２１０（平日）　■鳥取県消費生活センター　☎０８５９-３４-２６４８（平日・土日）

参
加
者
募
集

甲
川
渓
流
ま
つ
り

（
主
催
：
中
山
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
）

◆
日
時　

７
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　

9
時
30
分
ス
タ
ー
ト

◆
会
場　

う
ぐ
い
す
橋
下
手

◆
定
員　

３
０
０
人

◆
申
込
期
限　

7
月
12
日
（
木
）

　

申
込
み
方
法
な
ど
、
詳
細
は
役
場
本

庁
、
各
支
所
に
あ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
！

◆
問
い
合
わ
せ
先　

中
山
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
企
画
情
報
課
内
）

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
２

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

労
働
保
険
の
「
年
度
更
新
」

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
！

『とっとりＮＯＷ』
好評発売中！

　今夏、開山 1300 年を迎える大山。

巻頭特集では、地蔵信仰から生まれ、

日本最大規模にまで発展した牛馬市、

今も残る古道などの歴史に焦点を当

てました。

◆定価／１部　309 円（税込）

◆問い合わせ先

　鳥取県広報連絡協議会

☎０８５７- ２６- ７０８６

×使用中止
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お

知

ら

せ

月
１
回
中
山
温
泉
で
映
画
を
観
ま
せ
ん
か
？

◆
7
月
上
映
作
品

「
五
島
の
ト
ラ
さ
ん
」

　

長
崎
県
の
五
島
列
島
北
部
に
位
置
す
る

新
上
五
島
町
で
、
五
島
う
ど
ん
と
天
然
の

塩
を
作
っ
て
い
る
ト
ラ
さ
ん
こ
と
犬

塚
虎
夫
さ
ん
と
そ
の
一
家
。

　

妻
の
益
代
さ
ん
と
の
間
に
生
ま
れ

た
7
人
の
子
ど
も
た
ち
は
、
朝
早
く

か
ら
交
代
で
家
業
を
手
伝
い
、
学
校

へ
向
か
い
ま
す
。
そ
ん
な
ト
ラ
さ
ん

一
家
の
暮
ら
し
と
子
ど
も
た
ち
の
喜

び
、
別
れ
、
悲
し
み
。
家
族
の
風
景

22
年
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
す
。

大山チャンネル
７月の主な放送内容

（6：00 / 9：00 / 12：00 / 15：00 / 18：00 / 21：00 / 24：00）

※初回のみ 12 時スタート
※放送時間・内容は変更する可能性があります。

７/１〜、7/11〜、7/21〜

◆「PICK　UPだいせん」
　町のニュース、地域の話題、大山町の知られざる

姿に迫る特集企画など、独自の取材と視点で大山町

の“いま”をお伝えします。

＜住民サポーター大募集＞

　日本一の超住民参加型テレビを目指す大山チャン

ネルでは、ナレーター、レポーター、撮影、デザイン、

企画づくりなど、テレビのさまざまな仕事を町民の

皆さんに協力してもらいながら番組を制作していま

す。（協力費あり）

　特技や趣味を“しごと”にしてみたい方、テレビの

仕事に興味のある方、番組づくりを通して新たな仲間

をつくりたい方、まずは、お気軽にご連絡ください。

◆連絡先

　アマゾンラテルナ鳥取大山オフィス

☎０８５８‐５８‐２３１８

　

「
漁い

さ
り
び火

」
と
星
空
の
「
き
ら
め
き
」
を
な

が
め
な
が
ら
、
涼
し
い
中
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。（
少
雨
決
行
）

◆
日
時　

７
月
27
日
（
金
）
20
時
出
発

（
受
付
：
19
時
45
分
～
）

◆
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
（
集
合
場
所
）

 

名
和
公
民
館
（
コ
ー
ス
長
約
６
㎞
）

◆
参
加
費　

大
人
：
３
０
０
円

 

（
ス
ポ
ー
ツ
し
ょ
い
大
山
会
員
１
０
０
円
）

 

中
学
生
以
下
：
１
０
０
円

※
参
加
費
は
当
日
受
付
で
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。

◆
持
ち
も
の　

懐
中
電
灯
、
タ
オ
ル

◆
そ
の
他

○
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。

○
小
学
生
以
下
の
参
加
者
は
、
な
る
べ
く

保
護
者
と
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
子
ど
も

だ
け
の
参
加
者
は
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に

グ
ル
ー
プ
で
歩
き
ま
す
。

○
ゴ
ー
ル
後
は
、
自
由
解
散
と
し
ま
す
。

◆
申
込
み
期
限　

７
月
23
日
（
月
）

◆
申
込
み
先

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
ス
ポ
ー
ツ
し
ょ
い
大
山
」
事
務
局

（
大
山
町　

人
権
・
社
会
教
育
課
内
）

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
２

参
加
者
募
集

き
ら
め
き
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク

＊
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
：
松
平
健

＊
テ
ー
マ
曲
：
さ
だ
ま
さ
し
「
案
山
子
」

＊
ぜ
ひ
ご
家
族
で
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

７
月
14
日（
土
）
10
時
／
14
時
／

　
　
　
　

18
時
半　

3
回
上
映

◆
料
金　

大
人　

８
０
０
円

　
　
　
　

中
学
生
以
下　

５
０
０
円

　
　
　
　

未
就
学
児　

無
料

◆
場
所　

中
山
温
泉
生
活
想
像
館

　
　
　
　

わ
く
わ
く
ホ
ー
ル

◆
問
い
合
わ
せ
先　

中
山
温
泉

☎
０
８
５
８
‐
49
‐
３
３
３
０

　

主
催
：
え
え
が
な
大
山
実
行
委
員
会

　

後
援
：
大
山
町
、
大
山
町
教
育
委
員
会
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私たちのまち（６月１日現在）

◯人　口；１６, ４４７人（ー２５）

　　男　：　７, ９２４人（ー２３）

　　女　：　８, ５２３人（　ー２）

◯世帯数；５, ７１４世帯（　ー２）

今月の税・保険料
後期高齢者医療保険料（１期）
国民健康保険税（２期）

固定資産税（２期）

納期限７月31日（火）
※期限までに納めましょう

編

集

後

記

　

国
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
が

大
山
を
訪
れ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。
夏
山
開
き
祭
の
会
場
で
は
、
来

場
者
に
大
山
へ
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
書

い
て
も
ら
い
、
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
手
に

し
た
姿
を
カ
メ
ラ
で
撮
影
す
る
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
写
真
は
８
月

に
あ
る
「
山
の
日
記
念
大
会
全
国
大

会
」
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
披
露
さ

れ
る
そ
う
で
す
。
し
ば
ら
く
様
子
を

見
て
い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
と
て
も

楽
し
そ
う
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
大
山
は
祈
り
の
山

で
あ
り
、
恵
み
を
も
た
ら
す
山
、
そ

し
て
集
う
私
た
ち
を
笑
顔
に
し
ま
す
。

１
３
０
０
年
の
巡
り
あ
わ
せ
の
年
で

す
。
ぜ
ひ
、皆
さ
ん
大
山
へ
。　

（
ひ
ろ
）

　

米
子
市
出
身
で
、
立
川
流
の
落
語
家
「
立
川
ら

く
人
」
さ
ん
の
落
語
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

み
ん
な
で
笑
っ
て
、
疲
れ
も
暑
さ
も
吹
き
飛
ば

し
ま
し
ょ
う
！

◆
日
時　

７
月
６
日
（
金
）
19
時
か
ら

　
　
　
　

（
開
場
は
18
時
15
分
）

◆
料
金　

前
売
１
０
０
０
円　

当
日
１
３
０
０
円

　
　
　
　

中
学
生
以
下
無
料

　
　
　
　

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◆
場
所　

中
山
温
泉
生
活
想
像
館
わ
く
わ
く
ホ
ー
ル

◆
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
食
堂
タ
ノ
シ
ー
（
中
山
温
泉
隣
）、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
ま
ぶ
や

第
４
回
　

立
川
ら
く
人
の
ら
く
ら
く
ご

◆
問
い
合
わ
せ
先　

（
担
当
：
青
木
）

☎
０
９
０
‐
９
６
７
４
‐
５
５
０
９

（
主
催
）
楽
し
も
な
か
や
ま

（
協
力
）
や
ら
い
や
逢
坂
、
き
ば
ら
い
や
上
中
山

（
後
援
）
大
山
町

海岸清掃大作戦
2018

　海の日に、御崎漁港の海岸清掃を行

います。歩きやすい靴、軍手などご持

参のうえ、みなさんお誘いあわせてご

参加ください。

　どなたでも参加できます。

◆日時　７月 16 日（月・祝）

　　　　17 時～ 18 時

◆場所　御崎漁港周辺

　　　　※少雨決行・荒天中止

◆お問い合わせ　（担当：小谷）

☎０９０- ８７１２- ８１８９

◆主催　楽しもなかやま

鳥
取
県
市
町
村
振
興
協
会


